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１　円の面積の求め方について考えています。下のように円を１６等分した形を三角形と見て、高さが同じ三角形にかえると、下の図ような１つの三角形ができます。
[image: image3.emf]
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【三角形の面積の性質を使うと…】











（１）上の図形の三角形の高さにあたる長さは、円のどの長さと同じですか。


（２）三角形の底辺にあたる長さは、円のどの長さと同じですか。


（３）円の面積の公式を三角形の公式をもとにして考えます。
三角形の面積＝底辺　×　高さ　÷　２
円の面積　＝（　　　　　　）×（　　　　　　）÷２
　　　　　＝（　　直径×３．１４×半径÷２　　　　）
　　　　　＝（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　＝（　　半径×半径×３．１４　　　　　　　　）


１　円の面積の求め方について考えています。下のように円を１６等分した形を三角形と見て、高さが同じ三角形にかえると、下の図ような１つの三角形ができます。
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【三角形の面積の性質を使うと…】











（１）上の図形の三角形の高さにあたる長さは、円のどの長さと同じですか。


（２）三角形の底辺にあたる長さは、円のどの長さと同じですか。


（３）円の面積の公式を三角形の公式をもとにして考えます。
三角形の面積＝底辺　×　高さ　÷　２
三角形の面積＝底辺　×　高さ　÷　２
円の面積　＝（　　円周　　）×（　　半径　　）÷２
　　　　　＝（　　直径×３．１４×半径÷２　　　　）
　　　　　＝（　　直径÷２×半径×３．１４　　　　　　　）
　　　　　　＝（　　半径×半径×３．１４　　　　　　　　）


１　下の図形を見て次の問いに答えましょう。
（1） 色のついた部分の面積を求めましょう。




（2） 大きな円の直径は１０ｃｍで、小さな円の半径は４ｃｍです。
色のついた部分の面積を求めましょう。



１　下の図形を見て次の問いに答えましょう。
（3） 色のついた部分の面積を求めましょう。





（4） 大きな円の直径は１０ｃｍで、小さな円の半径は４ｃｍです。
色のついた部分の面積を求めましょう。




１　直径４cmの円Aと、直径８cmの円Bがあります。

A　　　　　　　　　　　　　　　　　B





（１）A、Bそれぞれの円周の長さを求めましょう。


円A

円B

（２）直径の長さが２倍になると、円周の長さは何倍になりますか。


（３）A、Bそれぞれの円の面積を求めましょう。


円A

円B

（４）直径の長さが２倍になると、円の面積は何倍になりますか。


（５）　上の問いからわかったことを、自分の言葉でまとめましょう。



１　直径４cmの円Aと、直径８cmの円Bがあります。

A　　　　　　　　　　　　　　　　　B





（１）A、Bそれぞれの円周の長さを求めましょう。


円A

円B

（２）直径の長さが２倍になると、円周の長さは何倍になりますか。


（３）A、Bそれぞれの円の面積を求めましょう。


円A

円B
（４）直径の長さが２倍になると、円の面積は何倍になりますか。


（５）　上の問いからわかったことを、自分の言葉でまとめましょう。


【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)4





円④





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　














底辺の長さが同じで、高さが同じなら、面積はいっしょだね。























【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)4





円④


①





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








解答











底辺の長さが同じで、高さが同じなら、面積はいっしょだね。











半径





円の周りの長さ





【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)5





円⑤





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　














１０ｃｍ





１０ｃｍ











【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)5





円⑤


①





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








解答





（例）


１０×１０×３．１４＝３１４


３１４÷２＝１５７





　　　答え　１５７ｃ㎡





１０ｃｍ





１０ｃｍ





（例）


５×５×３．１４＝７８．５


４×４×３．１４＝５０．２４


７８．５－５０．２４＝２８．２６





　　　答え　２８．２６ｃ㎡





【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)6





円⑥





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








４cm





８cm

















【小学校算数・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校算数No. EMW-6B2(1)6





円⑥


①





学　年





６年





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








解答





４cm





８cm





４×３．１４＝１２．５６　　　　　　　　　Ａ．１２．５６㎝





８×３．１４＝２５．１２　　　　　　　　　Ａ．２５．１２㎝





円周の２倍になる。





２×２×３．１４＝１２．５６　　　　　　Ａ．１２．５６c㎡





４×４×３．１４＝５０．２４　　　　　　Ａ．５０．２４c㎡





５０．２４÷１２．５６＝４


　直径の長さが２倍になると、円の面積は４倍になる。





（解答例）


　円の直径の長さが２倍になると、円周は２倍になる。


　円の直径の長さが２倍になると、円の面積は４倍になる。


　このことから、円の直径の長さを２倍、３倍にすると、円周は２倍３倍とかわることがわかる。


　また、円の直径の長さが２倍、３倍にすると、円の面積は４倍、９倍とかわることがわかる。











